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1　はじめに

本工事は糸魚川国道維持出張所管内で摩耗等により薄くなった区画線の塗り替え工事である。(写真-1）
今回は区画線工における文字の作図作業の時間短縮、作業効率アップについて報告します。
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写真-1
2　概要

区画線の文字を施工する際に作図が必要です。従来は寸法マニュアルを見ながら縦横の細かい
寸法を出し、1文字に付き２名で墨糸を使用し作図作業を行っていました。

『速度注意』の４文字では通常2～４名程度で作図作業を行い、掛かる時間は約20分～25分
程度を要していました。

また位置出しのズレで手直しが必要となる場合や、作業員の熟練度によって作図時間が変動して
しまうことなど作図の間違いや、作業手順と作業時間のばらつきをなくすために以下の方法を取り
入れました。
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3　方法

作図作業に「RaKuSuMi　(ラクスミ)」を使用。（ターポリン製墨入れシート） 写真-2
シートの文字が切り抜かれた部分にスポンジなどに墨粉(チタン粉やチョークの粉)を付着させ
こするように撫でるだけで作図を完了することができる。

写真-2

4　結果 (従来方法では4人で約20分～25分程度→ラクスミ使用で2人で１0分以内に短縮)

ラクスミ使用することにより、「速度注意」の４文字を２名で約10以内で作業を終えることができ
ました。また寸法間違いがなく、経験や知識も不要で、誰でも容易に作図ができることで、時間短縮、
作業効率が大幅にアップしました。

そして炎天下の中で少ない工程で作図を終えることができ、熱中症のリスクや作業員の体力も軽減
できました。

5　考察およびまとめ

どんな文字や記号でも作成可能で、シート生地もターポリン製のため水にも強く、持ち運びや保管
も容易であった。ただ強風時はシートが風で煽られうまく設置できない時もあり、交通量の多い箇所
での施工では重り等でシートを固定するなど飛散防止対策は必要となる。

従来での作図

ラクスミ（墨入れシート）使用しての作図

施工マニュアルを見ながら細かい寸法を出す。

外枠線の位置を出し、ラクスミをセットして墨粉で撫でるだけ。


